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第３０回
「福岡県美しいまちづくり建築賞」

一般財団法人
福岡県建築住宅センター理事長賞

受賞▷こたけ創造舎

　

福
岡
県
が
個
性
豊
か
で
美
し
い

景
観
を
形
成
す
る
建
築
物
を
表
彰

す
る「
福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
建
築
賞
」。建
築
の
部
41
作
品
の

中
か
ら
、
既
存
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し

た
建
築
物
と
し
て
、
こ
た
け
創
造

舎
が（
一
財
）福
岡
県
建
築
住
宅
セ

ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
た
け
創
造
舎
は
お
試
し
居
住

体
験
と
地
域
交
流
拠
点
を
融
合
さ

せ
た
施
設
で
、
運
用
開
始
か
ら
約

１
年
が
経
ち
ま
す
。

　

本
賞
の
講
評
と
し
て
、「
地
域
活

性
化
を
目
的
と
し
た
施
設
を
空
き

家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
つ
く
る
プ
ロ

セ
ス
で
町
民
や
大
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
協

働
と
多
世
代
交
流
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
後
も
住
民
の

主
体
的
な
関
わ
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。自
治
体
・
町
民
・
大

学
生
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
を

巻
き
込
み
、
空
き
家
の
調
査
に
始

ま
り
、
建
築
か
ら
利
用
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
地
域

施
設
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。」と

た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　△５月１９日、福岡県景観大会が開催され、建築
　主の松尾勝徳町長、 設計者の株式会社デキタ取締役 
　小野寺宗貴さん（写真左）、施工者の一機工務店代表  
　和田伸一さん（写真右）の３人が表彰されました。

　　　◁お試し居住者が過ごす
　リビング ･ ダイニングと地域
　交流スペースを同じ場所にす
　ることで、町民と関わるきっか
　けを生み出し、移住へのハード
　ルを下げるねらいがあります。

　　　▷近畿大学との協働や町
　民参加のライブラリーづくり、
　竹の美しさや素材感に触れる
　ことができる空間づくりなど
　地域資源を活用した施設です。

こたけ創造舎
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　移住希望者がお試し居住を通じて、町内
での生活の体験、日常の暮らしを直接感じ、
地域への理解を深め、移住・定住を実現する
サポートをしています。
　運用開始から１０組１６人の移住希望者が
訪れ、施設内で行われる町民主導のプログ
ラムや高齢者サロンに参加するなど地域町
民の皆さんとのふれあいも深めています。

お試し居住体験

地域活動交流

　若年層から高齢者層の多世代間
で交流ができるコミュニティづく
りの場でもあります。ひとづくり、
ものづくり、そして、地域づくりと
新たなこたけを創造しています。

　

こ
た
け
創
造
舎
を
つ
く
る
過
程

か
ら
多
く
の
町
民
が
携
わ
り
、
愛

着
を
感
じ
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
。多
く
の
人
と
出
会
い
、人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

町
の
魅
力
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
、
生
涯
学
習
活
動
等
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
利
用
者
数
は

三
四
四
七
人
。毎
月
、町
の
愛
着
心

や
郷
土
愛
を
育
む
目
的
で
、
高
齢

者
等
の
知
識
や
技
術
を
活
か
し
な

が
ら
、
親
子
で
楽
し
く
町
史
や
農

作
業
、木
工
細
工
等
を
学
ぶ『
竹
育

ひ
と
ば
』が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
竹
町
に
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
等
の
展
示

販
売
会
の
開
催
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、ま
た
、他
地

域
の
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
に
魅
力
を
感

じ
ず
、
町
を
愛
す
る
気
持
ち
が
薄

れ
れ
ば
住
み
や
す
さ
に
対
す
る
満

足
度
は
低
下
し
、
定
住
意
識
は
薄

れ
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
定
住
意

識
が
低
い
と
こ
ろ
に
移
住
者
は
訪

れ
ま
せ
ん
。
地
域
へ
の
愛
着
や
郷

土
愛
を
育
み
な
が
ら
、
自
信
と
誇

り
を
も
つ
町
民
の
姿
、行
動
、思
い

に
対
し
て
、住
み
続
け
た
い
、訪
れ

た
い
、
移
り
住
み
た
い
と
い
う
思

い
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
小
竹

町
の
新
た
な
魅
力
発
見
に
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　　　△お試し居住者はフットセラピーなどの
　資格や趣味を活かして、地域交流をしてくだ
　さいます。そして、地域の皆さんはおもてなし
　の心で、お試し居住者との親睦会を行います。
　こたけ創造舎は移住体験だけを目的としてい
　ないからこそ、気軽に町民とお試し居住者が
　ふれあうことができます。

　　　△町民のおすすめ本や筑豊の歴史書な
　どがあるライブラリー。本を通じた交流や
　教育力向上へとつなげています。また、お試
　し居住者のワークスペースとしても使われ
　ています。

　　　△創造舎で行われたワークシ
　ョップでクラフトバンドの楽しさ
　を学んだ福永佐紀子さん。５月１９
　日の町民主催ハンドメイド等の展
　示・販売会に初参加しました。
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６月の
イベント

　

こ
た
け
創
造
舎
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
が
な
い

日
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
す
す
め
本
を
集
め
た「
み
ん
な

の
書
斎
」も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ヨ ガ 教 室写 真 教 室

６月２日・６月９日・
６月１６日・６月２３日

▷１８時～２１時

小
竹
駅

●小竹町役場

遠
賀
川

200

小竹局入口

セブンイレブン

こたけ創造舎

★

　　　アクセス

　こたけ創造舎▷
　　　　小竹町大字勝野３３０４番地

　　　利用時間…９時から１７時まで

　※５日前までに利用申し込みをされた場合は、
　　２２時までの利用が可能です。

　　　利用料金…１時間あたり５００円

　※イベント開催や交流会などで施設を借りて、施設
　　備品等を利用する場合に利用料金が発生します。
   ※遊びに来られた人や施設見学等は無料です。

　　　利用方法…利用申込書と本人確認書類を持参
　　　　　　　　 または、郵送してください。

　◆詳しくは町ホームページをご覧ください。

◆イベント等を行いたい人は…

施設
概要

　　　問い合わせ

　小竹町役場　まちづくり推進課
　　　　　　　☎０９４９６・２・１２１４

★皆さんの豊かなコミュニティの場と
　して、生き生きとした活動拠点とし
　て、ご利用ください。

こたけ創造舎

申し込み先等は、P.２４をご
覧ください。また、その他のイベ
ント情報はこたけ創造舎フェイ
スブックでお知らせします。

 相続のおはなし

※詳しくは、P２１をご覧ください。

English Study Time

６月６日・６月１９日・
▷１０時～１２時

６月９日▷１９時～２１時

６月１３日▷１０時～１２時

６月１５日

▷１０時３０分～１１時３０分
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注目する人・もの・ことを紹介

◆ 順位表   ※同じ周回数は着順で決定
順位 チーム名 周回数
優勝 セブンパック ４４周

準優勝 いかすぜ！！小竹 HG ４２周
３位 チームよっしー福岡 ３７周
４位 しんみ堂 ３７周
５位 マクセル RC ３６周
６位 TEAM３１０ ３５周
７位 ふぁみり～ぴ～ち ３４周
８位 いかすぜ！！小竹 RG ３４周
９位 時代屋 ３３周

１０位 小竹町役場 ３３周
１１位 スーパー菰人倶楽部 ３２周
１２位 二代目ふぁみり～ぴ～ち ３１周
１３位 世界の宮ちゃんと仲間たち ３１周
１４位 チーム SEED（シード） ３１周
１５位 チーム アクティブ ３０周
１６位 小竹 family 外国バージョン ３０周
１７位 チーム西小 with M ２８周
１８位 マジ萬 Ji ２８周
１９位 こたけひまわり法律事務所 ２８周
２０位 小竹町消防２分団 ２７周
２１位 お花見 七福 １６周
２２位 スギ chan's １４周
２３位 チームササッキー １１周
２４位 チームエーラン ０周
２５位 なんとかなるさ ! ０周
２６位 マイペース ! ０周

　

炭
鉱
の
ボ
タ
山
跡
地
を
走
る「
こ

た
け
ボ
タ
カ
ン
駅
伝
」が
５
月
13
日

に
山
の
里
自
然
農
園（
新
多
区
）で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
23
チ
ー
ム（
二
百
六

人
）が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
３
時
間
で

周
回
コ
ー
ス（
１
周
１
㎞
）を
何
周
走

れ
る
か
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
陸
上

自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
に
勤
務
す
る

「
セ
ブ
ン
パ
ッ
ク
」が
44
周
を
走
り
、

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

結
果
は
順
位
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ボ
タ
カ
ン
は
ボ
タ
山
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
略
で
、
町
内
有
志
の
皆
さ

ん
が「
町
の
歴
史
あ
る
ボ
タ
山
で
ま

ち
お
こ
し
が
し
た
い
」と
い
う
思
い

か
ら
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
を
迎

え
ま
す
。
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
り
、
約
４
割

の
チ
ー
ム
が
町
外
か
ら
の
参
加
で
、

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
と
出
会
い
、
つ
な
が
る
ボ
タ
カ
ン
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
と
活
力
が
町

外
の
人
た
ち
を
小
竹
町
に
呼
び
込
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。

笑顔でゴール！みんなで達成感をあじわう

－こたけボタカン駅伝－

▷実行委員長の萬田美代子さん

「雨で１時間の短縮にはなりましたが、雨の
降る中、最後までチームで力を合わせて走っ
ていただきました。手をつなぎながら、達成感
に満ちあふれた皆さんが笑顔でゴールする姿
にいつも感動します。」と拍手をおくりました。

△小竹祇園山笠振興会の皆さんが
　盛り上げてくださいました。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉ごみを捨てないで！！－宮若・小竹シルバー人材センタ－清掃活動－
　４月２０日、公益社団法人宮若・小竹シルバー人材
センターの会員さん１９人が、遠賀川河川公園（役場
前の河川敷）で清掃活動を行いました。川のほとりか
らのり面まで、隅々までごみを拾っていただき、ごみ
の量はごみ袋１４袋にもなりました。「遠賀川は私た
ちが生きるための大切な水。川をきれいにするため
に一生懸命ごみを拾いました。車を運転しながらご
みを捨てる人も多いです。ごみを捨てないようにし
てほしいです。」と会員さんが話してくれました。

◉ありがとうございます。みんなで大事にします。－ 鎧
よろい

兜
かぶと

寄贈－
　「孫に購入した鎧兜。孫も大きくなり、ぜひ南小学
校の子どもたちに見せてあげたい。」という思いで
鎧兜を南小学校に寄贈された山路光江さん（勝野
二区在住）。４月２７日、南小学校から感謝状と児童
たちの寄せ書きが贈られました。これまでにもひな
人形や一輪車、竹馬などを寄贈していただき、児童

たちにたくさんの喜びを与えてくださっています。
「鎧兜は少しもさびていないので宝物のように大切
にされていたのだと思いました。とてもきれいな鎧
兜を寄贈してくれたことはうれしいです。卒業する
まで大事にします。」と６年生吉見渚咲さんと矢部
夏乃音さんから感謝の手紙が贈られました。

◉生け花の楽しさ、魅力を伝える－大
やま

和
と

池
いけ

坊
ぼう

の「春のいけばな展」を開催－
　４月２８日から２日間、豊﨑紘平さん（小竹区在
住）が大和池坊の「春のいけばな展」を中央公民館で
開催。春の季節のお花で美しさや力強さを表現した
生け花約２０作品を展示し、お抹茶とお菓子で来場
者をおもてなしされました。「春を感じ、心がゆった
りとする時間を過ごさせていただきました。花展は
楽しいですね。」とお友達と一緒に飯塚市から来ら
れた女性が話してくれました。
　季節のお花と和を融合させたいけばな展は、町内
外から訪れた多く人たちに春の穏やかなひととき
を感じさせ、華道の楽しさを教えてくれました。
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◉大きなひまわりが咲きますように…願いを込めて－人権啓発活動－
　北小学校２年生から４年生までの児童が『人権の花
運動』の啓発活動を開始しました。この運動は人権の花

“ひまわり”を育てることで生命の尊さを実感し、豊か
な心と思いやりの心を体得する目的で行われていま
す。５月１０日、人権擁護委員の皆さんが児童に " 人権
の大切さ " を教え、「人を思いやり、自分と他の人を大切
にすることからはじめてみよう。」と呼びかけました。
そして、玄関横の花壇にひまわりの種を植え、これから
３年生を中心に観察し、パネルを作成していきます。　

◉みんなで楽しく健康づくり－小竹町ふれあいサロン交流スポーツ大会を開催－

◉歴史・文化を学び、郷土愛を深める－郷土研究会による地域学習会を開催－
　５月１９日、小竹郷土研究会が地域学習会「新多
地区の郷土史を語る集い」を新多コミュニティセン
ターで行い、約２０人の地域住民が参加しました。筑
前国の正史の筑前続風土記や県地理全誌、郷土の歴
史書などで伝えられる新多村の歴史から、「昔の新多
区に古城（葛

かづら

山
やま

城
じょう

）があった。」という新情報までの研
究成果を小竹郷土研究会の宮田聰会長から伝えられ
ました。その後、意見交流を行い、地域で伝承された
歴史などを語り合いました。今回学習会のフィール
ドワークを６月２３日に行われる予定です。

　町内にある１８サロンが２班にわかれ、両大会あ
わせて約２５０人の皆さんが元気にプレイされまし
た。賞の発表では喜びの歓声もあり、景品・参加賞を
手にして両大会とも無事に終了しました。

（左の写真）４月２５日、総合福祉センターにて、まず
は音楽体操・脳の活性化「シナプソロジー」から笑っ
て元気にスタート！「ラダーゲッター」ゲームに挑

戦し、最後は同点決勝で大盛り上がりでした。
（右の写真）５月１１日、南良津公民館前広場で「グラ
ウンドゴルフ大会」を開催しました。「聞いて ! 聞い
て！ホールインワンが２回でたよ。」と、うれしそう
な声が聞こえます。今大会の開催にあたり、役割を
担当してくださった各サロンのスタッフさんに心
より感謝し、お礼申し上げます。
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税の
小竹町における

滞納対策についてお話します。
【問い合わせ】税務住民課収納係☎２・１２１６

公 性平

◆ 

税
金
は
生
活
の
支
え

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
の
税

金
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
町

の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

税
金
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
を
圧
迫

し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
を
許
し
て
し
ま
う
と
、

納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
対
し
て
不
公
平
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
税
収
確
保

の
た
め
、
税
金
の
滞
納
者
に
対
し
て
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

税
金
を
滞
納
す
る
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
年
九
・
〇
％
の
割
合
で

延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
ま
ず
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
地

方
税
法
に「
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
滞
納
者
の
す
べ
て
の
財

産
を
調
査（
預
貯
金
、
勤
務
先
へ
の
給

与
照
会
、生
命
保
険
、自
動
車
、土
地
や

建
物
な
ど
）し
、
差
し
押
さ
え
て
延
滞

金
等
を
含
め
た
滞
納
税
額
を
強
制
的

に
徴
収
し
ま
す
。

◆ 

生
活
状
況
が
変
わ
っ
た
・・・

　 

ま
ず
は
納
税
相
談
を
！

　

病
気
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
や
経
営

困
難
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納

期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
税
務
住
民
課
収
納
係
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
収
入
状
況
等
を
聴
き
取
っ

た
上
で
、
分
割
納
付
計
画
を
立
て
ま

す
。

　

た
だ
し
、
滞
納
と
な
っ
た
時
点
で
財

産
調
査
は
実
施
し
ま
す
。
分
割
納
付

は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
税
金

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
前
提
で
す
の
で
、
調
査

に
よ
り
、
財
産
を
発
見
し
た
り
、
給
与

収
入
を
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、
差
押
え
な
ど
の

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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県税事務所と連携し、収納業務を強化

　５月２日、福岡県飯塚・直方県税事務所筑豊地区特別対策
班の職員４名に小竹町の職員として併任する辞令を交付し
ました。
　この制度は、平成２１年度から実施しており、県税事務所と
共同で滞納処分業務に従事し、本町の滞納の解消を図ること
を目的としています。本町では、前年度に引き続き、納期限内
に納付されたかたとの税の公平性を図るため、徴収業務を強
化し、滞納解消に努めていきます。

ご注意ください

－ 軽自動車税を車検前

    にしか納付しない人 －

　税金は、納期限までに納付する

ことになっています。軽自動車税

を車検前に一括して納付するつ

もりであっても、滞納中は、財産

調査（預貯金、給与、生命保険、自

動車、不動産など）を行い、財産を

発見した場合は、差押えを行いま

す。軽自動車も財産ですので、滞

納している場合、軽自動車を差し

押さえて公売し、滞納税に充てる

ことになります。

税金の滞納Ｑ＆Ａ
Ｑ 納め忘れて納期限が過ぎてしまい
　 ました。このまま放置しているとど
　 うなりますか。
Ａ 納期限を１日でも過ぎると滞納とな
　りますので、納期限の翌日から延滞金
　が加算されます。また、納期限後に督促
　状を送付します（督促手数料が加算され
　ます）。その後も納めなければ、財産（預
　貯金、給与、生命保険、自動車、土地や建
　物など）の差押えを行い、強制的に税金
　に充てます。

Ｑ 納税相談または税金を納めに行き 
　 たいのですが、忙しくて役場へ行け
　 ません。
Ａ 役場では、毎週木曜日、午後７時まで
　夜間窓口を開設しています。また、忙し
　くて金融機関等で税金を納めることが
　できない人は、口座振替のご利用をお
　勧めします。

◆ 

税
金
の
納
付
は

　 
口
座
振
替
が
お
す
す
め

　

納
付
に
つ
い
て
は
、自
動
的
に
指
定

の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。納
期
ご
と
に
金
融

機
関
で
納
め
る
手
間
が
省
け
、う
っ
か

り
忘
れ
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
小
竹

町
指
定
金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直
鞍
農
協
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
）ま
た
は
役
場
窓
口
で
行
え

ま
す
の
で
、通
帳
、通
帳
届
出
印
、納
税

通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

滞
納
を
な
く
す
た
め
の

　 

取
り
組
み

　

本
町
で
は
、税
金
の
滞
納
を
解
消
す

る
た
め
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
、
徴

税
吏
員
が
滞
納
者
宅
に
強
制
的
に
踏

み
込
み
、差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
を

探
す「
捜
索
」を
行
っ
て
い
ま
す
。捜
索

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
が
家
電

製
品
や
物
品
、
自
動
車
の
場
合
は
、
公

売
会
な
ど
で
売
却
し
、税
に
充
て
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。現
金
を
発
見
し
た
場

合
も
、差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
や
財
産
が
あ
る
の
に
税
金
を

納
め
な
い
滞
納
者
に
は
、毅き

然ぜ
ん

と
し
た

態
度
で
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、筑
豊
地
区
の
15
市
町
村
と
２

県
税
事
務
所
は
連
携
し
て
、税
金
滞
納

者
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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小竹町 子 ど も・

　 　   子 育 て 支 援 事 業 を 紹 介 し ま す

【問い合わせ】小竹こども園▷☎２・０１８７　　　　　　　　　福祉課子育て支援係▷☎２・１２１９

児童手当について●

特別児童扶養手当●

　家庭等における生活の
安定に寄与するとともに、
次代の社会を担う児童の
健やかな成長に資するた
めに手当を支給する制度
です。

【支給対象】
０歳から中学校卒業まで（１５歳になった最初の
３月３１日まで）の児童を養育している人

【手当額】
０歳～３歳未満の児童▷一律１５，０００円

３歳～小学校修了児童▷第１子、第２子：１０，０００円
　　　　　　　　　　　第３子以降：１５，０００円
※養育する子ども（１８歳到達後の最初の３月３１
　日までの間にある子ども）のうち、年長者から第
　１子、第２子…と数えます。

中学生▷一律１０，０００円

所得制限を超えた受給者▷一律５，０００円

　父母の離婚などで、父
または母と生計を同じ
くしていない児童を養
育している人に手当を
支給し、児童が育成させ
る家庭の生活の安定と
自立の促進に寄与し、児
童福祉を増進させるた
めの制度です。

○児童とは、１８歳に達する日以降の最初の３
　月３１日までをいいます。
○心身に一定の障がいのある場合は、２０歳未
　満まで手当を受けられます。
○支給には、所得やその他の制限があります。

　精神または身体が障がいの状態にある２０
歳未満の児童に、児童の福祉の促進を図るため
に手当を支給する制度です。

※支給には所得やその他の制限があります。

児童扶養手当について●
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❖ 子ども 親 地域 ともに育ちゆくまち こたけ

小竹町 子 ど も・

　 　   子 育 て 支 援 事 業 を 紹 介 し ま す

【問い合わせ】小竹こども園▷☎２・０１８７　　　　　　　　　福祉課子育て支援係▷☎２・１２１９

一時預かり事業について●

第２弾

　小竹町では、小学校就学前の子どもに対し、
教育および保育を一体的に提供するとともに
地域の子育て家庭に対する支援を行うため、
幼保連携型認定こども園を設定しています。

【入園資格】
満３歳以上の子どもおよび満３歳未満の保育
を必要とする子ども
認定区分 認定区分の対象 施設利用体系

１号認定 満３歳以上 小竹こども園
（教育標準時間）

２号認定 満３歳以上
（保育を希望） 小竹こども園

（保育標準時間・
  保育短時間）３号認定 満３歳未満

（保育を希望）

　小竹こども園に在籍する２号認定区分・３
号認定区分の園児で、保護者の勤務等により、
通常の保育時間を超えて保育が必要な園児を
お預かりします。

利用日▶小竹こども園の開園日

利用時間▶保育標準時間▷１８時～１９時
　　　　　保育短時間▷１６時３０分～１９時

利用料▶２００円（１時間あたり）
※７時３０分～８時３０分は免除

◆幼稚園型
　小竹こども園または幼稚園に在籍する１号認定
区分の園児であって、一時的に家庭での保育が困難
な場合にお預かりします。

利用日▶１月あたり１４日以内
　　　　夏季休園日６日まで
　　　　冬季休園日３日まで
　　　　学年末・学年始休園日３日まで利用可能
※土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く

利用時間▶教育提供日▷教育終了～１８時
　　　　　上記休園日▷８時３０分～１８時

利用料▶２００円（１時間あたり）

◆一般型
　町内に住所を有する家庭において保育を受ける
ことが一時的に困難になった生後おおむね６月を
経過した乳児または幼児（幼稚園型の対象児童を除
く）をお預かりします。

利用日▶原則１月あたり１４日以内の
　　　　月曜日から土曜日まで
※日曜日・祝日・年末年始を除く

利用時間▶８時３０分～１７時

利用料▶半日１，０００円、１日２，０００円

小竹こども園について
（幼保連携型認定こども園）●

延長保育事業について●
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描— ４月２１日から５月２０日まで —

４月２１日 小竹郷土研究会総会 中央公民館

４月２３日 環境施設等広域化に関する任意
協議会 飯塚市役所

４月２４日 連携中枢都市圏域トップ会議 ステーションホテル小倉

４月２５日
ＮＰＯ法人リトルバンブー代表
者来庁 町長室

観光まちづくり協会会長来庁 町長室

４月２７日
健康づくり推進会総会 保健センター
直方人権擁護委員協議会定時総会 直方いこいの村

４月２８日 みずき春まつり みずき新館

４月２９日
ＪＡ直鞍女性部通常総会 マリーホール宮田

「虫の家」定期総会 虫の家
筑豊地区銃剣道連盟総会 飯塚市

５月１日
庁議 庁内会議室
福岡銀行筑豊地区本部長あいさつ 町長室

５月２日 県税事務所職員併任辞令交付式 町長室
５月６日 小竹区水神祭 小竹地蔵尊

５月７日
一般国道２００号建設促進期成会総会

博多サンヒルズホテル
筑豊横断道路建設促進期成会総会

５月８日
町村会理事会 県自治会館
環境施設等広域化に関する任意
協議会全員協議会 飯塚市役所

５月１１日 庁舎建設住民説明会（～２３日） 各行政区公民館
５月１２日 小竹町ボランティア連絡協議会総会 総合福祉センター
５月１６日 全国道路利用者会議定期総会

東京都
５月１７日 道路整備促進期成同盟会全国協

議会通常総会

５月１８日
健康づくり協議会 総合福祉センター
第５回小竹自衛隊協力会総会 総合福祉センター

５月１９日
美しいまちづくり建築賞表彰式 アクロス福岡
平成筑豊鉄道姉妹鉄道協定締結
式典 田川市伊田駅

５月２０日 中学校第７２回体育大会 中学校

山や
ま

の
端は

に
三み

日か

月づ
き

刺さ

さ
る
春は

る

の
宵よ

い

松
尾　

治
子

凛り
ん

と
咲さ

き
芍し

ゃ
く

薬や
く

崩く
づ

る
ま
で
眺な

が

む

原
賀　

靜
子

母は
は

の
日ひ

の
母は

は

は
ほ
ん
の
り
若わ

か

く
見み

ゆ

門
田　

睦
子

総か
い

会
を
終を

え
て
会か

い

話わ

や
春は

る

惜を

し
む

小
嶋　

亮
子

川か
わ

筋す
じ

と
言い

ふ
涼り

ょ
う

風ふ
う

の
東と

う

谷ご
く

展て
ん

選
者　

吟

小
竹
同
人
句
会
阿
部
天
風　

選

白
藤
句
会

阿
部
天
風　

選

花は
な

あ
や
め
咲さ

き
母は

は

の
忌き

を
知し

ら
せ
け
り

安
藤
つ
き
子

旅た
び

も
良よ

し
連れ

ん

休き
ゅ
う

つ
づ
く
五ご

月が
つ

か
な
　  

小
嶋　

亮
子

古こ

希き

す
ぎ
て
母は

は

恋こ

ふ
日ひ

び々

や
豆ま

め

の
飯め

し

時
川
寿
美
子

外そ
と

濠ぼ
り

は
新し

ん

綠り
ょ
く

の
香か

の
溢あ

ふ

れ
お
り

門
田　

睦
子

俳 句

　

５
月
６
日
、
小
竹
区
民
の
伝
統
行
事
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る「
水
神
祭
」に
招
か
れ

た
。遠
賀
川
に
近
接
し
、長
崎
街
道
沿
い
に

開
け
た
小
竹
区
の
町
筋
は
水
害
に
悩
ま
さ

れ
た
地
域
で
も
あ
る
。出
席
者
は「
自
然
の

持
つ
巨
大
な
破
壊
力
の
前
に『
一
人
』で
は

無
力
か
も
し
れ
な
い
が
、
支
え
合
い
の
心

を
結
集
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
防

ぐ
こ
と
に
な
る
」と「
水
神
祭
」の
意
義
を

語
っ
て
く
れ
た
。一
方
、水
道
水
と
し
て
の

「
水
」は
人
々
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

水
質
も
下
水
道
事
業
の
推
進
に
よ
り
良
質

化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な「
水
」の
功
罪

を「
水
神
祭
」を
と
お
し
て
、
地
域
社
会
に

語
り
継
い
で
く
れ
て
い
る
小
竹
区
民
の
皆

様
に
感
謝
し
た
い
。
近
年
の
災
害
発
生
状

況
は
、
昨
年
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災

害
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
気
候
変
動
に
よ
る

地
球
温
暖
化
で
海
水
温
の
上
昇
が
、
よ
り

強
い
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す
と
の
予
測
も

あ
る
。
経
験
値
で
は
推
し
は
か
れ
な
い
現

象
が
、
常
に
起
こ
り
得
る
時
代
だ
と
考
え

ら
れ
る
。そ
し
て
、今
、「
災
害
時
に
首
長
が

な
す
べ
き
こ
と
」と
は
何
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。「
逃
げ
る
な
、
隠
す
な
、
嘘
つ
く
な
」

を
首
長
の
危
機
管
理
の
鉄
則
と
し
て
肝
に

命
じ
た
い
。
い
よ
い
よ
梅
雨
前
線
の
動
き

に
悩
ま
さ
れ
る
６
月
を
迎
え
た
。
世
界
で

も
例
の
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
む
日
本

社
会
。
高
齢
者
の
介
護
や
支
援
は
他
人
事

で
は
な
い
。災
害
に
お
い
て
も
、普
段
か
ら

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
の
方か
た

々が
た
が
互
い

に
協
力
し
合
う「
共
助
」が
つ
な
が
り「
協

働
」す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
防
げ

る
こ
と
を「
水
神
祭
」で
学
ん
だ
。
困
っ
た

時
の「
お
互
い
さ
ま
」が
町
を
創
り
、
人
々

を
救
う
。

　
　
　
小
竹
町
長
　

さ
わ
さ
わ
と
世せ

界か
い

を
泳お

よ

ぐ
鯉こ

い

幟の
ぼ
り

大
塚　

尚
美

峽か
い

の
風か

ぜ

竹た
け

撓し
な

ら
せ
る
鯉こ

い

の
ぼ
り

増
永
美
智
子

吹ふ

き
颪を

ろ

す
風か

ぜ

に
も
負ま

け
ず
鯉こ

い

幟の
ぼ
り

　

塩
川　

靜
子

遊あ
そ

ぶ
子こ

の
姿す

が
た

見み

か
け
ぬ
子こ

供ど
も

の
日ひ

　

丸
山
の
り
よ

茶
呑
会

阿
部
天
風　

選



1213 ひまわりだよりひまわりだより13

役 場 か ら の お 知 ら せ

◆
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税
金
を
納
め
た
人

と
の
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、納
期

限
が
過
ぎ
た
後
も
納
付
が
な
い
場
合
、

督
促
状
を
送
り
ま
す
。
督
促
後
、
完
納

さ
れ
な
い
と
き
は
差
押
え
等
の
処
分

対
象
に
な
り
ま
す
。納
期
限
ま
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日（
振
替
日
が
休

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
、
12
月
と
２

月
は
22
日
）で
す
。
自
動
的
に
指
定
の

口
座
か
ら
税
金
が
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
、納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。手
続
き
は
、町
指
定
金
融
機
関（
福

岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
福
岡

ひ
び
き
信
用
金
庫
、
飯
塚
信
用
金
庫
、

直
鞍
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）ま
た
は

税
務
住
民
課
で
行
え
ま
す
。

集合税ｰ町県民税・固定資産税
          ・国民健康保険税ｰ

納期限　７月２日（月）
　【口座振替日 ６月２５日（月）】

医療費通知をご存じですか？
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

医
療
費
通
知
は
、国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
に
医
療
費
の
実
情
や
健
康
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
年
６
回（
２
か
月

ご
と
に
）小
竹
町
国
保
か
ら
各
世
帯
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
は
、皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
と
国
・

県
か
ら
の
交
付
金
等
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
医
療
費
通
知
」の
内
容
を
参
考
に
、

医
療
費
負
担
の
し
く
み
や
健
康
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、「
医
療
費
通

知
」の
記
載
内
容
が
医
療
機
関
発
行
の

領
収
書
等
と
異
な
る
場
合
は
、お
手
数

で
す
が
、健
康
増
進
課
保
険
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
機
関
、薬
局
で

   

も
ら
っ
た
領
収
書
は

   

大
切
に
保
管
を

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
は
、医
療
費
の

内
容
の
分
か
る
領
収
書
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
領
収
書
は
、
皆
さ
ん
が
医
療

費
を
支
払
っ
た
大
切
な
証
拠
書
類
で

あ
り
、高
額
療
養
費
の
申
請
や
確
定
申

告
に
お
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
の
添
付
資
料
と
し
て
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　国民健康保険への
   加入の手続きは１４日以内に

　職場の健康保険（健康保険組合や共済組合な
ど）に加入している人、後期高齢者医療制度に加
入している人および生活保護を受けている人を
除くすべての人が国民健康保険に加入します。
　退職により職場で加入していた健康保険をや
めたときや職場の健康保険の被扶養者から外れ
たときは、事業所が発行する資格喪失証明書を
持参のうえ、１４日以内に加入の手続きを行って
ください。

   職場の健康保険に加入したときは、
   喪失の手続きを忘れずに

　国民健康保険に加入している人が就職等によ
り職場の健康保険（健康保険組合や共済組合な
ど）に加入したときは、国民健康保険の喪失手続
きが必要です。新しくできた被保険者証を持参
のうえ、保険年金係窓口で喪失の手続きを行っ
てください。

今月の納税～税金は納期限までに納めましょう～
問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６
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14

６月は
「児童手当（特例給付）」の現況届提出月です

問い合わせ▶福祉課子育て支援係☎２・１２１９

「第５期小竹町障がい福祉計画・第１期小竹町障がい児福祉計画」
「小竹町高齢者保健福祉計画」を策定しました

問い合わせ▶福祉課一般福祉係・福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９

◆
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
況
届
と
は
、児
童
手

当（
特
例
給
付
）を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
に
、平
成
30
年

６
月
１
日
現
在
の
状
況

を
記
入
・
押
印
し
、
６
月

29
日（
金
）ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
６

月
上
旬
に
ご
自
宅
に
郵

送
し
ま
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、

　

６
月
分
以
降
の
児
童

　

手
当
が
受
け
ら
れ
な

　

く
な
り
ま
す
の
で
、必

　

ず
期
限
ま
で
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
お
知
ら
せ

　

農
作
物
等
へ
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ド
バ

ト
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。事
故
防
止
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
手
続
き
に

   

必
要
な
も
の

①
印
か
ん

②
受
給
者
の
保
険
証

※
注
意
▽
児
童
の
保
険
証
で
は
あ

　
　
　
　

り
ま
せ
ん
。

③
受
給
者
と
児
童
の
住
所
が
異
な

　

る
場
合
は
次
の
も
の

▽
児
童
の
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
、

　

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書（
続
柄

　

記
載
の
も
の
）

▽
別
居
監
護
申
立
書

④
そ
の
他
、個
々
の
状
況
に
よ
り
必

　

要
な
書
類
が
あ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

【
提
出
期
限
】６
月
29
日（
金
）ま
で

【
提
出
先
】福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
⑨
番
窓
口
）

【
期
間
】６
月
20
日（
水
）か
ら

８
月
20
日（
月
）ま
で

▽
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で

【
場
所
】新
多
地
区
お
よ
び
御
徳
地
区

【
問
い
合
わ
せ
】農
政
環
境
課
農
業
振

興
係
☎
２
・
１
１
６
７

◆
第
５
期
小
竹
町
障
が
い
福
祉
計
画
・

　

第
１
期
小
竹
町
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
や
障
が
い
児
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
２
０
１
８
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
期
間

と
す
る
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
本
町
の
実
情
に
基
づ
き
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
込
み
量
を
定
め
、
成
果
目
標
を

設
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
計
画
的
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
望
む
地
域
生
活
の
支
援
、
多
様
化
す
る

障
が
い
児
支
援
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
、行
政
・
地
域
・
事
業
所
間

に
お
け
る
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

◆
小
竹
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
、
健
康
で
生
き

が
い
を
持
ち
社
会
参
加
や
地
域
活
動
が

で
き
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
２
０
１
８
年
か

ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に
向
け
た
支
援
事
業
の
整

備
と
高
齢
者
自
身
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
高
齢

者
に
関
す
る
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

※
計
画
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
役
場

　

福
祉
課
、町
中
央
公
民
館
、町
社
会
福
祉
協
議
会
、町

　

立
病
院
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
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鞍手地区就学相談を
実施します

問い合わせ▶
教育課学校教育係☎２・１９６１

小竹町手話奉仕員
養成講座（入門編）受講生募集

問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

　

聴
覚
障
が

い
者
の
生
活

や
福
祉
に
つ

い
て
、
理
解

と
認
識
を
深

め
る
と
と
も

に
、手
話
で
日
常
生
活
を

行
う
た
め
に
必
要
な
手

話
単
語
や
表
現
技
術
を

習
得
す
る
講
座
で
す
。

【
対
象
者
】

⑴
町
内
在
住
の
人

⑵
町
内
在
勤
･
在
学
の
人

⑶
町
長
が
特
に
必
要
と

認
め
た
人

【
日
程
】７
月
20
日（
金
）

か
ら
６
か
月
間（
毎
週
金

曜
日
）

【
時
間
】19
時
30
分
か
ら

21
時
ま
で

【
場
所
】総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
受
講
料
】無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

３
、２
４
０
円
は
自
己
負

担
で
す
）

【
定
員
】20
名

【
申
込
方
法
】小
竹
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
２
・
２
０
２
８

【
申
込
締
切
】７
月
20
日

（
金
）ま
で

　

鞍
手
地
区
就
学
相
談

委
員
会
で
は
、特
別
支
援

学
校
や
特
別
支
援
学
級

な
ど
で
の
教
育
を
受
け

る
か
ど
う
か
考
え
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、次

の
と
お
り
就
学
相
談
を

行
い
ま
す
。

◆
事
前
申
し
込
み
が
必

　

要
で
す
。

【
日
時
】

９
月
３
日（
月
）、９
月
４

日（
火
）、９
月
７
日（
金
）

▽
９
時
か
ら
17
時
ま
で

【
場
所
】

宮
若
市
中
央
公
民
館

【
相
談
料
】

無
料

【
申
込
締
切
】

６
月
８
日（
金
）ま
で

「ちょっくらふれ旅【秋季】」体験
プログラムの「担い手」大募集！

問い合わせ▶まちづくり推進課☎２・１２１４

　
「
ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅
」は
、

直
方
・
鞍
手
地
域
を
訪
れ
た

人
々
に
、自
然
・
歴
史
・
文
化
・

暮
ら
し
な
ど
、直
鞍
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た「
学

び
」や「
体
験
」を
と
お
し
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の「
ふ

れ
あ
い
」を
楽
し
ん
で
も
ら
う

体
験
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　

地
域
の
素
材
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
や
自
然
や
歴
史
を

感
じ
る
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。あ
な
た
の
特
技
や
経
験

を
活
か
し
た
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
て
、「
担
い
手
」

と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◉
募
集
締
め
切
り
は
、

  

６
月
29 

日（
金
）ま
で
で
す
。

※
詳
細
は
、お
気
軽
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付

期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と

時
効
に
よ
り
、納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、法
律
改
正

に
よ
る
時
限
措
置
と
し
て
、過

去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る「
後
納
制

度
」が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平

成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間

に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

や
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な

か
っ
た
人
が
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る

に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、「
年
金

加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
、
直
方
年
金
事
務
所（
☎

０
９
４
９・２
２・０
８
９
１
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の
「後納制度」について

問い合わせ▶年金加入者ダイ
ヤル☎０５７０・００３・００４

【問い合わせ】
直方市観光物産振興協会☎０９４９・２８・８１３５
小竹町まちづくり推進課☎２・１２１４
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い き きい 小 竹 っ 子
教育委員会やこども園、各小中学校からのお知らせを掲載します。

【問い合わせ】小竹町教育委員会☎２・１９６１／小竹こども園☎２・３８５５、☎２・０１８７

子どもたちの未来のための　

特別支援教育

⒈ 特別支援教育とは

　障がいのある子どもたちやこども園 ･ 小中学校・高等学校などの通常学級に在籍する発達障がいのある
子どもも含めて、社会に参加するために必要な力を培うため、子ども一人ひとりの教育的ニーズを把握し、
その可能性を最大限に伸ばし、生活や学習の困難を改善または克服するため、適切な指導および必要な支援
を行うものです。

⒉ 小竹町では…

　小竹町の教育委員会では、「小竹町特
別支援教育連携協議会」を設置して、就
学前から子どもたちを支援できるよう
に、右記のようなことを行っています。

⒊ こんなときは、気軽に相談してください

●言葉の発達がおそい　

●落ち着きがない

●友達と遊べない　など

「早期の気づき・正しい認識・適切な対応」
　　　　　　　　…この３つが大切です。

※お子さまのことでお悩みがあれば、
　　　　　　　　　いつでもご相談ください。

●先生たちを対象とした研修会の開催
●町広報紙やチラシによる情報提供や啓発
●臨床カウンセラーによる子どもや保護者の相談受付
●特別支援学校の先生などによる巡回相談の実施
●先生とは別に子どもを支援する特別支援員の配置（各
　学校に配置されています。）

★各学校の特別支援コーディネーター★

小竹北小学校▶濵﨑 修一　☎２・００４６

小竹西小学校▶橋村 和昭　☎２・００７９

小竹南小学校▶吉村 千穂　☎２・００３３

小竹中学校　▶原田 能克　☎２・１３１１

小竹こども園▶神河 奈津子　☎２・３８５５
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図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０～１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

かようびのよる

作・絵／
デヴィッド ・
ウィーズナー

訳／当麻  ゆか
徳間書店

　パンダやライオンなど人気の動
物から希少な動物まで、世界中に
すむ約６８０種の哺乳類を収録。ダ
イナミックな生態イラストと写真
を用いた迫力の紙面で、生きもの
のリアルなくらしを伝えます。
　からだのつくりがくわしくわか
る、貴重な骨格標本も多数掲載！

みんなあかちゃんだった

作／鈴木 まもる
小峰書店

ポプラディア大図鑑
ＷＯＮＤＡ　動物

監修／川田 伸一郎
ポプラ社

　それは、ある火曜日の夜のこと。
唾蓮の葉に乗ったたくさんのカエ
ルたちが、池から町をめざして飛
び始め…。夜明けまでの出来事を
リアルな描写で描き、日米両国で
高い評価を受けた傑作絵本。映画
を見ているような場面展開が魅力
的。コールデコット賞 絵本にっぽ
ん賞特別賞受賞 よい絵本選定。

　わすれちゃったかも しれない
けど、あなたも あかちゃんだった
ときが あったのです。
　どんな偉そうな大人だって、お
母さんから生まれたときは、あか
ちゃんだった。作、画の鈴木まも
るの子育て日記を基に描きおこ
した絵本。あかちゃんの姿をみつ
め、克明に描きとめた成長記。

●
日
時

　

６
月
29
日（
金
）

　
　
　

▽
19
時
30
分
開
始

●
集
合
場
所

　

町
中
央
公
民
館

●
内
容

　

☆
星
座
の
解
説
…
約
15
分

　
　
　
（
中
央
公
民
館
内
）

　

☆
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
た

　
　

星
の
観
察
…
約
40
分

　
　
　
（
中
央
公
民
館
駐
車
場
）

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
央
公

　
　
　

民
館
内
で
星
座
解
説
等

　
　

※
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

　
　
　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た

　
　
　

だ
し
、
小
学
生
以
下
の

　
　
　

人
は
保
護
者
同
伴
で
お

　
　
　

願
い
し
ま
す
。

　
　

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、

　
　
　

町
民
体
育
館
駐
車
場
・

　
　
　

児
童
体
育
館
駐
車
場
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

みんなで

星空の旅に出かけよう☆

平成３０年度公民館短期講座

星空ウォッチング
ｉｎこたけを開催します

★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★



■
症
状

▽
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

　

か
ら
、
10
日
～
12
日
後
、
発
熱
や

　

咳
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

▽
38
度
前
後
の
発
熱
が
２
～
４
日

　

間
続
き
、
倦
怠
感
、
上
気
道
炎
症

　

状（
咳
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
な
ど

　

）、
結
膜
炎
症
状（
結
膜
充
血
、
目

　

や
に
、
光
を
ま
ぶ
し
く
感
じ
る

　

な
ど
）が
現
れ
て
次
第
に
強
く

　

な
り
ま
す
。

▽
発
疹
が
で
る
１
～
２
日
前
ご
ろ

　

に
は
、
口
の
中
の
粘
膜
に
１
㎜

　

程
度
の
白
い
小
さ
な
斑
点（
コ

　

プ
リ
ッ
ク
班
）が
で
き
ま
す
。
コ

　

プ
リ
ッ
ク
班
は
麻
し
ん
に
特
徴

　

的
な
症
状
で
す
が
、
発
疹
が
で

　

き
た
後
２
日
目
を
過
ぎ
る
こ
ろ

　

ま
で
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

▽
コ
プ
リ
ッ
ク
班
が
で
き
た
後
、

　

体
温
は
い
っ
た
ん
下
が
り
ま
す

　

が
、
再
び
高
熱
が
出
る
と
と
も

　

に
赤
い
発
疹
が
全
身
に
広
が
り

　

ま
す
。

▽
発
疹
が
で
き
た
後
３
～
４
日
で

　

回
復
に
向
か
い
、
合
併
症
が
な

　

い
限
り
、
７
～
10
日
後
に
は
主

　

な
症
状
は
回
復
し
ま
す
。
し
か

　

し
、
免
疫
力
が
低
下
す
る
た
め
、

　

し
ば
ら
く
は
他
の
感
染
症
に
か

　

か
る
と
重
症
に
な
り
や
す
く
、

　

体
力
な
ど
が
戻
る
に
は
１
か
月

　

く
ら
い
か
か
る
こ
と
も
珍
し
く

　

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
麻
し
ん
に
伴
い
、肺
炎
、中
耳
炎
、

　

脳
炎
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

　

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
脳
炎
は
、
頻
度
は
低
い
も

　

の
の（
千
人
に
１
人
）、
死
亡
す

　

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

　

意
が
必
要
で
す
。

■
感
染
予
防
と
ま
ん
延
防
止

　

麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
き
わ
め

て
強
い
こ
と
か
ら
手
洗
い
や
マ
ス

ク
だ
け
で
予
防
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
予
防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
接

種
）を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
95
％

以
上
の
人
に
免
疫
が
で
き
、
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、麻
し
ん（
は
し
か
）が
発
生
し
て
い
ま
す

注 意 喚 起

18

◆麻しん（はしか）とは、麻しんウイルスによる感染症です。

　麻しん（はしか）は感染力がきわめて強く、麻しんの免疫がない集団
に１人の発症者がいたとすると、12～14 人が感染するといわれてい
ます。（インフルエンザでは 1～２人が感染するといわれています。）

●症状から麻しんが疑われる場合、事前に医療機関へ電話連絡し、速やかに受診してくださ  
　い。また、電話連絡の際は、海外の流行地や人が多く集まる場所へ行ったかどうかなどを医
　療機関にお伝えください。

●感染が疑われる場合は、感染の拡大を防ぐために公共交通機関の利用は控えてください。

●１歳になったら１回、小学校入学前の１年間内に１回の予防接種を受けましょう。
　（予防接種法に基づく接種費用は無料です）

●麻しんの流行がみられる国に渡航される人は、麻しんの予防接種歴を母子手帳等で確認　
　し、２回接種していない場合は接種を検討してください。
※平成２年４月２日以降に生まれた人は、定期接種として２回の予防接種を受ける対象でし
　た。それ以前に生まれた人は１回接種でしたので、今まで麻しんにかかったことが明らかで
　ない人は、接種を検討してください。（予防接種法に基づかない任意の接種費用は、自己負担
　です）

●帰国後２週間程度は、健康状態（高熱や全身の発疹、咳、鼻水、目の充血など）に注意しましょう。

町民の皆様へ



今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必要 
　なものや対象者が限られる場合が
　ありますので、保健センターに問
　い合わせください。
▶ウォーキング・転倒予防教室には、
　上靴・水筒・タオルを持参してくだ
　さい。

【予約・問い合わせ】
　保健センター☎２・１８６４

6 月
１８日（月）：ウォーキング教室

町民体育館 ・  受付▷
９時４５分～１０時３０分

１９日（火）：１歳６か月児健診
保健センター ・  受付▷
１３時１５分～１３時４５分

２０日（水）：特定健診・基本健診・
各種がん検診
保健センター ・  受付▷
８時３０分～１０時

２１日（木）：すくすく教室（離乳食教室）
保健センター ・  受付▷
１３時１５分～１３時３０分

２２日（金）：ウォーキング教室
町民体育館 ・  受付▷
９時４５分～１０時３０分

２３日（土）：特定健診・基本健診・
各種がん検診
保健センター ・  受付▷
８時３０分～１０時

２５日（月）：転倒予防教室
保健センター ・  受付▷
１３時～１３時３０分

２７日（水）：ウォーキング教室
町民体育館・  受付▷
９時４５分～１０時３０分

7 月
2 日（月）：ウォーキング教室

町民体育館 ・  受付▷
９時４５分～１０時３０分

１０日（火）：乳児健診
町民体育館 ・  受付▷
９時１５分～９時４５分

●
よ
く
冷
ま
し
て
か

　

ら
詰
め
ま
し
ょ
う

▽
温
か
い
う
ち
に
ふ

　

た
を
す
る
と
ふ
た

　

の
内
側
に
水
滴
が

　

つ
き
殺
菌
増
殖
の

　

原
因
に
な
り
ま
す
。

●
水
分
が
少
な
い
も
の
を

▽
食
中
毒
菌
は
水
分
が
多
い
ほ
ど
繁
殖
し

　

や
す
い
で
す
。
お
弁
当
に
入
れ
る
材
料
は

　

水
分
の
少
な
い
物
を
選
ぶ
か
、
煮
詰
め
る

　

な
ど
で
水
気
を
し
っ
か
り
と
と
り
ま
す
。

●
必
ず
火
を
入
れ
ま
し
ょ
う

▽
前
日
の
お
か
ず
を
使
う
時
は
、
も
う
一
度

　

火
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
電
子
レ
ン
ジ
を
使

　

う
時
は
途
中
で
混
ぜ
た
り
、
裏
返
す
と
加

　

熱
の
む
ら
が
妨
げ
ま
す
。

　

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
、特

に
注
意
す
べ
き
こ
と
と
い
え
ば

“
食
中
毒
”で
す
。

　

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
、細
菌

と
ウ
イ
ル
ス
で
す
。細
菌
は
温
度

や
湿
度
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
う

と
食
べ
物
の
中
で
増
殖
し
、そ
の

食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
で
食
中

毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
一
方
、

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
や
乾
燥
し
た

環
境
中
で
長
く
生
存
し
、細
菌
の

よ
う
に
食
べ
物
の
中
で
増
殖
せ

ず
、食
べ
物
を
通
じ
て
体
内
に
入

り
、人
の
腸
管
内
で
増
殖
し
て
食

中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

吐
き
気
や
嘔お

う

吐と

、
下
痢
、
発

熱
、唇
の
し
び
れ
な
ど
の
症
状
は

食
中
毒
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。自

己
判
断
せ
ず
、す
み
や
か
に
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食中毒を防ぐポイント

■ポイント① 食 中 毒 予 防 の 三 原 則

食 中 毒 の 原 因 菌・ウ イ ル ス を

●
つ
け
な
い

▽
食
品
や
調
理
器
具
な
ど
に
菌
や
ウ

　

イ
ル
ス
を
つ
け
な
い
よ
う
に
石
け

　

ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。手
の
ひ

　

ら
・
甲
・
指
先
・
指
の
間
や
つ
け
根
・

　

手
首
ま
で
丁
寧
に
洗
う
こ
と
が
大

　

切
で
す
。

●
増
や
さ
な
い
・
持
ち
込
ま
な
い

▽
菌
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
冷
蔵

　

庫
な
ど
で
低
温
で
保
存
す
る
こ
と

　

が
重
要
で
す
。

●
や
っ
つ
け
る

▽
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は

　

加
熱
に
よ
っ
て
死
滅
し
ま
す
。
ま
な

　

板
や
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
に
も

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
ま
す

　

の
で
、
特
に
肉
や
魚
、
卵
の
使
用
後

　

に
は
洗
剤
で
よ
く
洗
っ
て
か
ら
熱

　

湯
を
か
け
て
殺
菌
を
し
ま
し
ょ
う
。

■ポイント②お弁当づくりの衛生ポイント
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三
月
と
い
え
ば
入
試
の
季
節
。
入
試
祈
願
で
思
い
出
す
の
は

太
宰
府
天
満
宮
で
す
が
、
小
竹
町
内
に
も
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。

西に
し
の
た
に谷（
勝
野
）・
枇び

わ杷（
御
徳
）・
天て
ん

屋や（
赤
地
）の
三
か
所
、そ
れ
に
貴

船
神
社（
小
竹
）や
南
良
津
神
社（
南
良
津
）に
も
天
神
さ
ま
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
町
に
五
つ
。
人
々
の
信
仰
が
い
か
に
深

か
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
し
ょ
う
。

　

町
内
の
天
満
宮
が
で
き
た
年
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、

台
風
な
ど
で
倒
れ
た
西
谷
天
満
宮
が
、
宝ほ

う
れ
き暦
年
間（
一
七
五
一
年

～
一
七
六
四
年
）に
再
建
、
枇
杷
天
満
宮
が
一
八
四
四
年
に
再
建

し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、数
百
年
前
か
ら
祭
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
延え

ん

喜ぎ

元
年（
九
〇
三
年
）時
の
権
力
者
藤
原
一
族
に

よ
っ
て
太
宰
府
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
菅す

が

原わ
ら

道み
ち

真ざ
ね

は
、悲
嘆
の
う
ち

に
そ
の
二
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。す
る
と
疫
病
、洪
水
、落
雷

な
ど
災
害
が
続
き
、
道
真
の
た
た
り
で
あ
り
、
道
真
は
雷
神
だ
と

の
説
話
が
生
ま
れ
神
格
化
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
天
神
は「
あ

ま
つ
か
み
」と
し
て
、
特
定
の
人
を
祭
る
の
で
は
な
く
自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
平
安
を
祈
る
も
の
で
し
た
が
、こ
の
こ
ろ
は
神
仏
習

合
と
い
う
、神
仏
は
不
離
の
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
天
満
宮
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
に
聞
か
せ
る

小
竹
の
昔
ば
な
し

第１７話

 

小
竹
の
天
満
宮
の
話
　
　
　
　 

　
文　

郷
土
史
研
究
会
員

★

◀案内（赤地の天満宮）
鴻ノ巣橋バス停から歩いて約１２
分。近くに天屋の渡し（渡し舟の発着
所）の標識がある。

※郷土史研究会員の皆さんが
「子どもに聞かせる小竹の昔ば
なし」を平成８年に発行され、そ
のお話を掲載しています。

報情このけた−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地

　

５
月
14
日
、
老
人

ク
ラ
ブ
七
福
会
と
お

や
じ
の
会
の
皆
さ
ん

が
こ
ど
も
園
の
年
長

児
と
一
緒
に
、
こ
ど

も
園
下
の
ロ
ー
タ

リ
ー
の
花
壇
に“
ペ

チ
ュ
ニ
ア
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ

ア
”の
３
種
類
の
花

を
植
え
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
丁
寧

に
花
の
苗
を
抱
え
、

花
壇
に
置
き
、
優
し

く
土
を
か
ぶ
せ
ま
し

た
。
植
え
終
わ
っ
た

花
壇
を
見
て
、「
わ
ぁ

～
、
き
れ
い
だ
ね
。」

と
お
友
達
と
一
緒
に

笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

みんなで
きれいな花を
植えました
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暮らしの情報
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】６
月
８
日（
金
）▽
12
時
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
・
２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
を
抱
え

て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
▽
９
時

30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
※
祝
日
も
開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

や
さ
し
い
相
続
の
お
は
な
し

　

相
続
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】６
月
15
日（
金
）▽
10
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で

【
場
所
】こ
た
け
創
造
舎

【
料
金
】五
百
円

【
主
催
】こ
た
け
ひ
ま
わ
り
法
律
事
務
所

介
護
と
仕
事
の
両
立

「
休
日
街
か
ど
相
談
」

　

福
岡
県
で
は
、
家
族
の
介
護
を
し
な
が

ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認

知
症
を
含
む
介
護
と
就
労
に
関
す
る
相
談

に
無
料
で
応
じ
る「
休
日
街
か
ど
相
談
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
・
介

護
支
援
専
門
員
・
精
神
保
健
福
祉
士
ら
が

面
談
や
電
話
で
応
じ
ま
す
。

◉
相
談
無
料
・
事
前
予
約
可

【
面
談
・
電
話
相
談
日
時
・
場
所
】

７
月
１
日（
日
）・
８
月
５
日（
日
）▽
10
時
か

ら
16
時
ま
で
、
イ
オ
ン
穂
波
店
１
階
ふ
れ
あ

い
広
場（
飯
塚
市
枝
国
長
浦
６
６
８
番
地
48
）

【
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス（
株
）☎
０
９
０
・
１
５
１
９
・
３

０
２
３

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ

と
い
っ
た
働
く
う
え
で
の
問
題
や
悩
み
、

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

◉
相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

【
内
容
】個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
の
面
接
相
談

【
日
時
】６
月
24
日（
日
）▽
10
時
か
ら
18
時

ま
で（
受
付
は
17
時
30
分
ま
で
）

※
相
談
内
容
に
よ
り
、
弁
護
士
相
談
も
連

携
し
て
行
い
ま
す
。
時
間
は
15
時
か
ら
17

時
ま
で
で
す
。

【
相
談
会
場
】イ
オ
ン
穂
波
店
１
階
ふ
れ
あ

い
広
場（
飯
塚
市
枝
国
長
浦
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
☎
０
９
４
８
・
２
２
・
１
１
４
９

無
料
法
律
相
談
会

　

筑
豊
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
時
間
は
一
人
あ

た
り
30
分
で
す
。

【
日
程
・
場
所
】６
月
16
日（
土
）▽
イ
オ
ン

モ
ー
ル
直
方
、
６
月
17
日（
日
）▽
道
の
駅

う
す
い
、
６
月
23
日（
土
）▽
道
の
駅
い
と

だ
、
６
月
24
日（
日
）▽
飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
時
間
】13
時
か
ら
16
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
８
・
２
８
・
７
５
５
５

平
成
30
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

◆
第
２
回
自
衛
官
候
補
生

【
受
験
資
格
】18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
限
】６
月
22
日（
金
）ま
で

【
試
験
期
日
・
会
場
】７
月
７
日（
土
）７
月

８
日（
日
）予
定
▽
小
倉
駐
屯
地
、
福
岡
駐

屯
地
、幹
部
候
補
生
学
校（
久
留
米
）

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部 

飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・
２
２
・

４
８
４
７

福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル

青
年
の
翼
参
加
者
募
集

　

福
岡
県
で
は
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、

地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る「
福

岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼
」の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
研
修
期
間
】平
成
30
年
９
月
上
旬
か
ら
平
成

31
年
３
月
下
旬（
報
告
会
）、
こ
の
う
ち
海
外

研
修
期
間
▽
11
月
４
日（
日
）か
ら
11
月
11
日

（
日
）ま
で

【
訪
問
国
】マ
レ
ー
シ
ア（
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
）・
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ヤ
ン
ゴ
ン
・
バ
ガ

ン
・
パ
コ
ッ
ク
）の
２
か
国

【
募
集
人
数
】24
名

【
応
募
資
格
】県
内
在
住
の
18
歳
以
上
35
歳

以
下
の
人

【
負
担
金
】12
万
円（
学
生
10
万
円
）

【
募
集
期
限
】６
月
28
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
青
少
年
育
成
課
内

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
６

相
談

募
集
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験 

【
試
験
日
】10
月
14
日（
日
）

【
試
験
会
場
】福
岡
大
学
、九
州
国
際

大
学

【
申
込
書
配
布
場
所
】県
の
各
保
健

福
祉（
環
境
）事
務
所
、各
市
町
村
介

護
保
険
担
当
課
、公
益
社
団
法
人
福

岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

【
申
込
期
間
】６
月
26
日（
火
）ま
で

消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
社
団
法
人
福

岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
☎
０

９
２
・
４
３
１
・
４
５
９
０

第
9
回
ハ
ー
ト
ト
ゥ
ハ
ー
ト

第
九
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

 

合
唱
団
員
募
集

　

今
年
も
年
末
に
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
第
九
を
日
本
語
で
歌
い
ま
す
。

一
緒
に
舞
台
に
立
ち
ま
せ
ん
か
？

【
練
習
日
】水
曜
日
▽
19
時
30
分
か

ら（
７
月
４
日
か
ら
開
始
）、日
曜
日

▽
14
時
か
ら（
８
月
中
旬
以
降
追

加
）

【
場
所
】直
方
市
▽
直
方
市
中
央
公

民
館
・
西
徳
寺
、
宮
若
市
▽
ハ
ー
ト

フ
ル
、
鞍
手
町
▽
鞍
手
中
央
公
民

館
、小
竹
町
▽
小
竹
中
央
公
民
館　

※
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
参
加
費
】大
人
5
千
円（
楽
譜
は
別

途
）

※
学
生
は
無
料

◉
公
演（
直
方
ユ
メ
ニ
テ
ィ
大
ホ
ー

ル
）▽
平
成
30
年
12
月
24
日（
月
）の

14
時
開
演

【
問
い
合
わ
せ
】加
護
☎
０
９
０
・
１

１
４
３
・
２
５
９
５
、
中
村
☎
０
９

０
・
２
８
５
７
・
３
３
９
８

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者
募
集

　

介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
人
お
よ
び
従
事
し
て
い
る
人
を

対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

開
催
し
ま
す
。

【
研
修
期
間
】９
月
１
日（
土
）か
ら

３
月
２
日（
土
）ま
で
の
指
定
さ
れ

た
土
曜
日

【
会
場
】飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

【
募
集
定
員
】３
名（
申
込
者
多
数
の

と
き
は
抽
選
）

【
受
講
料
】２
万
円（
テ
キ
ス
ト
・
受

講
諸
経
費
等
）

【
締
め
切
り
】８
月
３
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
役
場
福
祉

課
高
齢
者
福
祉
係
☎
０
９
４
９
６
・

２
・
１
２
１
９

福
岡
県
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
事
業

受
講
者
募
集

　

移
動
の
困
難
な
在
宅
等
の
障
が

い
者
の
人
た
ち
に
パ
ソ
コ
ン
等
情

報
機
器
の
利
用
を
支
援
す
る
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
養
成
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
対
象
者
】障
が
い
者
支
援
に
意
欲

が
あ
り
、
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
、
活
動
可
能
な
人（
初
心
者

可
）

【
内
容
】身
体
障
が
い
者
に
パ
ソ
コ

ン
操
作
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
各
種
身
体
障
が
い
者

へ
対
応
で
き
る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
の

知
識
を
学
び
ま
す
。

【
受
講
料
】無
料

【
日
時
】９
月
１
日（
土
）・
９
月
４
日

（
火
）・
９
月
13
日（
木
）・
9
月
27
日

（
木
）・
10
月
２
日（
火
）▽
10
時
30
分

か
ら
15
時
30
分
ま
で

【
会
場
】福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
学
習
室
）

【
問
い
合
わ
せ
】公
益
財
団
法
人
福

岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
☎
０

９
２
・
５
８
４
・
６
０
６
７

身
体
・
精
神
・
知
的
障
が
い
者
・

難
治
性
疾
患
患
者
対
象
委
託
訓
練

パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
科
募
集

【
訓
練
期
間
】８
月
１
日（
水
）か
ら

11
月
27
日（
火
）ま
で
▽
10
時
か
ら

15
時
30
分
ま
で
※
土
・
日
・
祝
日
と

８
月
13
日
～
８
月
15
日
は
休
講

【
募
集
締
切
日
】６
月
26
日（
火
）

【
募
集
人
員
】10
名

【
対
象
者
】身
体
障
害
者
手
帳
、療
育

手
帳
、精
神
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は

判
定
書（
主
治
医
の
意
見
書
）を
有

し
て
い
る
人
、難
病
指
定
の
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
登
録
を
行
い
、介

護
を
必
要
と
せ
ず
に
身
辺
処
理
が

で
き
る
人

※
障
が
い
の
状
況
に
よ
っ
て
受
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
・
福
岡
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
、
教
材
費

と
し
て
約
一
万
八
百
円
必
要
で
す
。

資
格
取
得
の
た
め
の
受
講
料
は
別
途

募
集

■管内街頭犯罪発生状況
４月中 ４月末まで
件数 件数 前年比

車上ねらい 2 件  7 件 － 2 件
自転車盗 6 件 　19 件 － 16 件
空き巣 2 件  27 件 +9 件
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

お
知
ら
せ

a traffic accidentgarbage of fefuse-derived fuelpopulat ion

　４月中 ４月末累計
発生件数 4 件（+ 1 ） 10 件（－ 3 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 7 人（+ 7 ） 13 人（－ 2 ）

■ 人　口 7,793 人
男性 3,710 人 女性 4,083 人
出生 3 人 死亡 15 人
転入 21 人 転出 41 人

■ 世帯数 3,889 世帯

  158,380kg （前月比 ＋ 8,970 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ６月１７日（日）９時から１２時まで

4 4
4

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

元
岡　

朝
雄 

様（
峰
畑
区
）

遺
族　

元
岡 

美
知
子
様

故　

篠
﨑　

秀
雄 

様（
本
町
区
）

遺
族　

篠
﨑 

え
み
子
様

故　

志
賀　

秀
子 

様（
小
竹
区
）

遺
族　

志
賀　

正
迪 

様

故　

宮
﨑　

廸
惠 

様（
峰
畑
区
）

遺
族　

宮
﨑　

壽
博 

様

故　

小
西　

ツ
タ
ヱ 

様（
小
竹
区
）

遺
族　

小
西　

勝
彦 

様

必
要
で
す
。）

【
応
募
方
法
】①
入
校
願
書（
公
共
職

業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
）②
身
体
障

害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
保
健
福

祉
手
帳
ま
た
は
意
見
書
、
難
病
指
定

の
医
療
受
給
者
証
の
写
し
を
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎
０
９
３
・

７
４
１
・
５
４
３
１

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

　

職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
。社

会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
。そ
ん

な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
す

る
た
め
、
し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。企
業

と
の
面
談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、専
門
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
ご
希
望
を
丁
寧

い
に
お
伺
い
す
る
相
談
ブ
ー
ス
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◉
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要

【
対
象
】お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

【
日
時
】６
月
19
日（
火
）▽
13
時
か

ら
15
時
30
分
ま
で（
受
付
12
時
30
分

か
ら
15
時
ま
で
）

【
場
所
】飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン

タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
70
歳
現
役

応
援
セ
ン
タ
ー
飯
塚
オ
フ
ィ
ス
☎

０
９
４
８
・
２
１
・
６
０
３
２

若
年
性
認
知
症
交
流
会

　

若
年
性
認
知
症
の
人
お
よ
び
そ

の
家
族
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

を
目
的
と
し
て
、交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】７
月
21
日（
土
）▽
13
時
か

ら
15
時
ま
で

【
場
所
】福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

６
０
１
号（
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
３

の
３
の
39
）

【
定
員
】50
名

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
み
の
要
否
】要

※
前
日
ま
で
申
込
み
可
能
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】若
年
性

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０

９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
６

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。同
事
業

は
、厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け

実
施
し
て
お
り
、先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万

円
。
29
年
度
参
加
者
以
外
は
、
複
数

回
の
応
募
が
で
き
ま
す
。日
程
等
の

詳
細
は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局（
☎

０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
）ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。お
申
し
込

み
は
、お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県
遺

族
会
へ
。

【
実
施
地
域
】広
域
地
域
▽
旧
満
州
、

旧
ソ
連
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、マ

リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２

次
）、中
国

特
定
地
域
▽
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー

※
４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広報こたけ・町ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規 格 料 金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円

上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 上下６０ピクセル
　 ×左右２１０ピクセル ３，０００円

＊＊  詳しくは町ホームページをご覧ください  ＊＊
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

平成３０年５月１７日現在

「こたけ創造舎」
フェイスブックの

イベント情報もご覧ください。

  ● ● ６月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

 美術協会写真教室
▷１９時～２１時

小
竹
駅

●小竹町役場

遠
賀
川

200

小竹局入口

セブンイレブン

こたけ創造舎

★

【問い合わせ】
　まちづくり推進課☎０９４９６・２・１２１４

◆イベント申し込み先・問い合わせ

ヨガ教室▶〈講師〉呉石ちほ
　☎０９０・４９８１・９０１４
English・Study・Time ▶
　〈講師〉吉田麻由美
　☎０９０・４９８０・５９８６

美術協会写真部写真教室▶
　〈主催〉美術協会写真部
　☎０９０・８３９８・９４７４（中村）
　☎０９０・１３４８・４４００（山崎）

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 English Study Time
▷１０時～１２時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

 美術協会写真教室
▷１０時～１２時

町立病院事務局
☎２・０２８２

　町立病院では、毎月木曜日１６時３０分から
次のとおり教室を実施します。

＊＊＊＊＊＊ ６月の教室内容 ＊＊＊＊＊＊
  ７日▷糖尿病はどんな病気？（佐藤先生）

１４日▷糖尿病と食生活について（管理栄養士）

２１日▷運動療法の実際 （院長・理学療法士）

２８日▷食事療法の実際 （管理栄養士）

◆血糖値が高い状態が続く
　  　　　　あなたに必見！

糖尿病・
栄養教室
開催中！

町立病院
✿

伝言板

 English Study Time
▷１０時～１２時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　   電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
●防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合には…　☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

ひまわり法律事務所
  相続セミナー
▷１０時～１２時

 ヨガ教室
▷１８時～２１時

こたけ創造舎
▷小竹町大字勝野３３０４番地


